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好好亮一(髄谷大 ･経営 )･大竹 勝(日
本モンキーセンター)･増井遥-(京大 ･
理)･黒木一男(泰星高 )
課 題 4 (本年度は延期)
課 題 5
チンパンジーの自己認知の研究
北原 隆 ･安枝三哲(上智大 ･理工)
霊長類における鏡像の自己認知および自己志誠
については,次に述べるいくつかの対立する見解
が出されている｡①規人垣には人間の自己志詔に
相当する能力があり,サル頬には認められない
(Gallup,1970)｡②オペラント学習によって
自己の鏡像に対する反応がハトにも可能であり,
t自己意識"をもち出す必要はない(Epstein,
他,1981)｡⑧自己鏡像の反応にみられる類人垣
とサル頬とのちがいは,複合感覚統合能力のちが
いで説明できる(室伏,1978)｡
本実験は,チンパンジーとマントヒヒを用いて
⑧の仮説を実験的にたしかめることにある｡チン
パンジーでは,オトナメス2頭とアカンボウ2頭
の疑団を,マントヒヒでは2頭のペアを対象に,
マジックミラーの装置を用いて,ビデオおよび直
接観察による行動の記録･分析を行った｡実験は
2月2D日～3月6日,および4月1日～4月10EI
の延17日間行い,次の結果がえられた｡
チンパンジーでは,鏡提示直後にみられる社会
的反応の頻度は,ギャロップの結果より梅岩削こ少
なかった｡さらに,自己鏡像に向けられる反応が
成立する前に,手や足,祝などの体の一部分をく
り返し動かすだけの社会的意味不明の反応とその
さいの手や体の動きに視線を袋申させる興味深い
反応がみられたoまた,チンパンジーのアカンボ
ウおよびマントヒヒにおいては,社会的反応のみ
で,自己鏡像に向けられる反応は認められなかっ
た｡そして,これらの個体では,チンパンジーの
オトナの場合と異なり,自己鏡像に対して視線を
しばらく固定する,あるいは次々と視線を移動さ
すことが認められなかった｡
以上の結果は,不十分ながら(童如)仮説をうらず
けるものといえよう｡今後は,視線の使い方の定
員化と共に,チンパンジーの社会的発達との関連
を考えてみたい｡
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